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終
戦
で
帰
郷
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
国
立
仙
台
無
線
電
信
講
習
所
に

入
学
す
る
ま
で
、
生
家
で
家
業
の
農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
好
き
な

ラ
ジ
オ
、
ア
ン
プ
等
組
み
立
て
て
喜
ん
で
い
た
。
青
年
団
の
演
芸
会
が

盛
ん
な
頃
で
、大
出
力
の
ア
ン
プ
を
貸
し
出
し
、得
意
に
な
っ
て
い
た
。 

 

総
て
真
空
管
式
で
、
仙
台
に
部
品
を
買
い
に
行
く
の
も
、
白
石
の
電

気
店
で
ト
ラ
ン
ス
を
特
注
し
、
そ
の
場
で
巻
い
て
貰
っ
て
、
帰
る
の
も

自
転
車
で
往
復
し
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
行
動
で
、好
き
な
事
は
、

体
を
厭
わ
ず
、
行
動
し
て
い
た
頃
だ
。 

 

自
分
の
一
生
の
職
業
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
隊
で
習
い
憶

え
た
無
線
通
信
術
を
生
か
し
、
通
信
士
に
な
ろ
う
と
思
い
、
願
書
を
出

す
為
、
仙
台
、
中
江
の
無
線
電
信
講
習
所
に
行
っ
た
。
受
験
す
る
の
に

は
、
新
制
中
学
卒
業
の
資
格
が
い
る
。
私
は
小
学
校
高
等
科
二
年
卒
、

一
年
足
り
な
い
。
ガ
ッ
カ
リ
し
て
い
る
と
「
何
か
勉
強
し
た
こ
と
が
無

い
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、
「
田
舎
で
青
年
学
校
に
時
々
行
っ
て

い
た
し
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
受
信
実
験
所
に
、
三
年
間
居
た
時
、
毎
週

一
日
青
年
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
ら
、「
中
学
卒
業
と

認
め
ま
し
ょ
う
」
と
受
理
し
て
く
れ
た
。 

 

三
月
に
入
っ
て
、試
験
を
受
け
た
が
、
あ
ま
り
に
も
競
争
率
が
高
い
。

国
立
無
線
電
信
講
習
所
は
、
仙
台
と
、
九
州
熊
本
に
あ
る
だ
け
で
、
日

本
を
二
つ
に
分
け
て
受
験
者
が
殺
到
す
る
。
試
験
場
も
全
国
の
主
な
都

市
で
行
わ
れ
る
。講
習
所
は
、学
資
は
無
料
、そ
の
上
手
当
が
貰
え
る
。

終
戦
後
で
暮
ら
し
が
苦
し
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
受

検
者
が
殺
到
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

競
争
率
は
二
十
五
倍
、
又
は
三
十
五
倍
と
聞
き
私
は
諦
め
た
。
そ
の

時
仙
台
市
で
は
消
防
学
校
の
受
験
生
を
募
集
し
て
い
た
。
願
書
を
出
し
、

明
日
は
そ
の
試
験
日
と
云
う
日
、
無
線
電
信
講
習
所
の
合
格
通
知
書
が



届
い
た
。 

 

よ
く
も
合
格
し
た
も
の
だ
。
試
験
結
果
よ
り
、
履
歴
書
の
方
を
重
視

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
合
格
通
知
書
と
一
緒
に
入
学
す
る
日
ま
で
、

モ
ー
ル
ス
信
号
を
、和
文
・
英
文
と
も
、全
部
暗
記
し
て
来
る
こ
と
が
、

記
載
さ
れ
て
い
た
。 

 

入
学
し
、
校
舎
の
隣
に
あ
る
寮
に
入
っ
た
が
、
す
ぐ
原
の
町
で
魚
屋

を
営
ん
で
い
る
叔
父
の
家
に
下
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
魚
安
」
の

看
板
が
上
げ
て
あ
っ
た
。九
人
の
子
供
と
私
で
十
二
人
、大
家
族
の
中
、

一
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
に
「
村
上
音
響
工
芸
舎
」
の

小
さ
い
看
板
を
店
の
脇
に
掛
け
さ
せ
て
貰
い
、
少
な
か
っ
た
が
、
ラ
ジ

オ
、
ア
イ
ロ
ン
等
修
理
し
て
、
小
遣
い
を
稼
い
で
い
た
。 

 

九
月
の
二
学
期
か
ら
、
仙
台
電
波
高
等
学
校
に
な
り
、
授
業
料
を
払

わ
な
け
れ
ば
為
ら
な
く
な
っ
た
。
私
の
科
は
第
一
別
科
、一
年
修
業
で
、

ほ
か
に
二
年
終
業
の
第
二
別
科
、
三
年
間
の
本
科
が
あ
っ
た
。 

 

二
十
四
年
三
月
、
国
家
試
験
を
受
け
、
第
三
級
無
線
通
信
士
の
資
格

を
得
て
、
学
校
の
紹
介
で
岩
手
県
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
（
磯
崎
魚
業
部
）
第

二
磯
丸
の
小
さ
い
漁
船
に
就
職
し
た
。 

お
盆
の
最
中
、
盲
腸
に
な
り
、
宮
古
市
立
病
院
に
入
院
、
手
術
、
船

長
の
加
倉
さ
ん
に
付
き
添
っ
て
貰
っ
た
。
病
院
の
隣
宮
古
駅
前
広
場
で

は
、
毎
晩
盆
踊
り
で
、
病
室
ま
で
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
や
、
人
声
が
大
き

く
入
り
、
船
長
は
「
局
長
チ
ョ
ッ
ト
見
て
く
る
か
ら
な
」
と
言
っ
て
、

夜
に
な
る
と
出
掛
け
て
行
っ
た
。 

約
十
日
間
で
退
院
。
二
、
三
日
休
ん
で
出
漁
し
た
。
通
信
士
が
乗
り

込
ま
な
け
れ
ば
出
航
で
き
な
い
規
則
だ
。
約
十
五
人
の
船
員
は
、
お
盆

中
休
め
て
、
い
い
骨
休
み
だ
っ
た
ろ
う
。 

あ
の
人
の
い
い
船
長
に
入
院
中
付
き
添
っ
て
貰
っ
た
こ
と
や
、
盆
踊

り
の
囃
子
が
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。 

 

平
成
十
四
年
五
月
二
十
四
日 


